
 
学
級
新
聞
を
書
こ
う

 
 

 

 
 

 

年

組

番 

名
前

 

山
田
さ
ん

学
級
で
は

「
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー

　◇

　

の

、

　マ
で
調
べ
た
こ
と
を
学
級
新
聞
に
ま
と
め
、
地
い
き
の
人
に
読
ん
で
い
た

し

ら

　だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、
り
ょ
う
理
名
人
の
田
中
さ
ん。

　に
地
元
の
名
産
で
あ
る
落
花
生
を
使
っ
た
料
理
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た

め

い

さ

ん

ら

っ

か

せ

い

り

ょ

う

り

し

ゅ

ざ

い

、

「

」

　次
の
文
章
は

山
田
さ
ん
が
取
材
し
た
落
花
生
料
理

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
み
そ

　に
つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
書
い
た
記
事
の
下
書
き
で
す
。
こ
れ
を
読
ん

き

じ

 

　で
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

と

     
 

     
 

     
 

     
 

 

 

 
   
 

 　　　　　　あを教えます！
 　～　　ピーナッツみそ　　  ~

 ＜材 料と分 量（１人分）＞
ざいりょう ぶんりょう

   ピーナッツ・・・・・・１００グラム  みそ・・・・・・・大さじ１
　さとう・・・・・・・・大さじ１　　　みりん ・・・・・・小さじ１　

 　日本酒・・・・・・・・大さじ１　    はちみつ・・・・・・少々
   サラダ油・・・・・・・少々

 

＜作り方＞
 ア　次に，なべにサラダ油，みそ，さとう，みりん，日本酒を入れ中火

 　　でこがさないように ，冷ます。ねり
さ

  イ　まず，フライパンでピーナッツを ，冷めるまでおいておく。いり
  ウ　さいごに，はちみつをからめてできあがり。

 エ  それから，ピーナッツをなべに入れ，ねったみそと合わせる。
 

 ＜料理名人，田中さんからのアドバイス＞
   うピーナッツをカリッと仕上げるコツとは？

　ピーナッツは，弱火でよくいって，冷めるまでフライパンの中に入 

れておき，ピーナッツがじゅうぶんに冷めてから，ねって冷ましたみ 

そとからめる。　
 ※ ・・・ねつをくわえて、こねてまぜること。ねる

 　 ・・・ねつをくわえて水分をふきとばす。いる

    地元の名産，ピーナッツは 　い　！
     ピーナッツは、えいようをたくさんふくんでいます。

 　　びょう気よぼうにも、こうかがあります。



一
、
作
り
方
は
じ
ゅ
ん
じ
ょ
が
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
じ
ゅ
ん
じ
ょ
を
し
め
す 

 

言
葉
に
気
を
つ
け
て
な
ら
べ
か
え
、
ア
～
エ
の
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
 

 
 

→

→

→

  

答
え 

 
 

 

二
、
あ 

の
と
こ
ろ
に
合
う

「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
み
そ
」
を
し
ょ
う
か
い
す
る
の

、

 

に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
は
つ
ぎ
の
う
ち
、
ど
れ
で
し
ょ
う
。

     

　

 

　

 

① 

か
ん
た
ん
な
料
理 

   

② 

ふ
る
さ
と
の
料
理

 
   

③ 

ひ
み
つ
の
料
理 

   

④ 

小
学
生
の
料
理

 

三
、
山
田
さ
ん
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
新
聞

を
読
ん
で
も
ら
い
、
落
花
生
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
図
書
か
ん
で
本
を
か
り

「
落
花
生
の
え
い
よ
う
」
に
つ
い
て
、
調
べ

、

ま
し
た

「
地
元
の
名
産
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は 

い 

！
」
の
い
の
と
こ
ろ
に
ど
ん

。

な
言
葉
を
入
れ
た
ら
見
出
し
と
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
次
の
中
か
ら
え
ら
び

 

ま
し
ょ
う
。

 

 

　① 

お
い
し
い
よ 

　② 

み
そ
が
合
う

 

　③ 

け
ん
こ
う
食
品

 

　④ 

人
気
者

    

四
、
山
田
さ
ん
は
、
地
い
き
に
す
む
田
中
さ
ん
に
、
昔
か
ら
伝
わ
る
ピ
ー
ナ

つ

た

ッ
ツ
み
そ
の
料
理
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
う
の
文
章
を
書
き
ま
し
た

が
分
か
り
に
く
い
の
で
書
き
な
お
そ
う
と
思
い
ま
す
。
次
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
さ
ん
こ
う
に
し
て
、
料
理
の
コ
ツ
と
し
て
書
き
た
い
こ
と
を
二
文
で
書
き

 

ま
し
ょ
う
。



 
  

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

 

山
田
さ
ん

　ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
カ
リ
ッ
と
仕
上
げ
る
コ
ツ
は
何
で
す
か
？

田
中
さ
ん

　ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
、
弱
火
で
よ
く
い
っ
て
、
冷
め
る
ま
で
フ
ラ

　
　
　
　
　イ
パ
ン
の
中
に
入
れ
て
お
い
て
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
じ
ゅ
う
ぶ

　
　
　
　
　ん
に
冷
め
て
か
ら
、
ね
っ
て
冷
ま
し
て
お
い
た
み
そ
と
か
ら

　
　
　
　
　め
る
と
カ
リ
ッ
と
仕
上
が
る
よ
。

 
  

料
理
名
人
、
田
中
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
カ
リ
ッ

 

〈

 

と
仕
上
げ
る
コ
ツ
と
は
？

 

 

　① 
  

 
  

②

                      



 
学
級
新
聞
を
書
こ
う

答
え
）

（

 
  

 

一
、

 
 

 
   

 
イ

 

ア

 

エ

 

ウ

 

→

→

→

 
 

二
、  

 
    

 

②

　

 

三
、

 
   

 

③

  

 

四
、  

（
例
）

れ

い

 

　
　①
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
、
弱
火
で
よ
く
い
る
。

 

　

 

②
い
っ
た
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
ね
っ
た
み
そ
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
冷
め
て
か

 

　
　
　ら
、
か
ら
め
る
。

                       



 

 

（
解
説
）

か

い

せ

つ

一
、
じ
ゅ
ん
じ
ょ
を
し
め
す
言
葉
「
ま
ず
」
や
「
次
に
」
な
ど
か
ら
考
え
て

 

　い
き
ま
す
。

 

二
、
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
学
級
新

　聞
は
「
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
取
材
し
た
人
も 

し

ゆ

ざ

い

  

地
い
き
の
人
で
す
か
ら
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
で
す

 

　ね
。

 

三

「
は
ば
広
い
年
代
の
人
に
落
花
生
の
よ
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ね

、　が
い
を
も
っ
て
、
山
田
さ
ん
は
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。 

次
に
つ
づ
く
文

　が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す

「
え
い
よ
う
」
や
「
び
ょ
う
気
の
よ
ぼ
う
」
と
い

。

　う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
「
け
ん
こ
う
食
品
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で

 

　す
ね
。

     

四
、
地
い
き
の
人
に
取
材
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
と

　思
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
長
い
文
で
書
い
て
し
ま
う
と
分
か
り
に
く
く
な

　っ
て
し
ま
い
ま
す
。
読
み
手
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
短
い
文
に 

  

書
き
か
え
た
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
っ
た
書
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ 

 
  

た
り
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

  

伝
え
た
い
相
手
や
目
的
に
お
う
じ
て
、
書
く
こ
と
を
集
め
て
新
聞
を
書

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
本
な
ど
か
ら
必
要
な
こ
と
を
集
め

ひ

つ

よ

う

 

ま
す
。

　ま
た
、
記
事
に
書
く
時
に
は
、
じ
っ
さ
い
に
取
材
し
た
こ
と
を
整
理
す

せ

い

り

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
記
事
の
見
出
し
を
考
え
る
こ
と
や
取
材
し
た
内
容

な

い

よ

う

の
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
っ
て
書
く
こ
と
、
文
と
文
を
つ
な
ぐ
言
葉
に
注
意
し

 

て
じ
ゅ
ん
じ
ょ
よ
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。



案
内
□
手
紙
□
書
□
□ 

 

□ 

中
村
花
子
□
□
□
学
級

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
名
人
□
山
本

正
男
□
□
□
作
業
所

□
□
□
□
□
□

□
見
学
□
行
□
□
農
家

□

□

□

□
仕
事

□

□

□

□
□
□
□
学
習

□
□
□
□
□
見
学
□
□
世
話
□
□
□
□
方
□
□
□
□
□
□
□
□
□
学

習
発
表
会
□
□
□
□
□
思
□
□
□
□
中
村
□
□
□
書
□
□
手
紙
□
読

□
□
□
□
□
□
問
□
□
答
□
□
□
□
□
□ 

            

 

年 

 

組 

 

番 

名

前 

 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
元
気
□
□
□
□
岡
山
小
学
校
□
中
村
花
子
□
□
□

□
私
□
家
族
□
□
五
人
家
族

□

□

□

□
□
□ 

 

□
社
会
科
見
学
□
□
□
□
□
□
□
□
世
話
□
□
□
□
□
□
□
□
山
本

□
□
□
□
話
□
聞
□
□
農
家

□

□

□

□
仕
事

□

□

□

□
工
夫

□

□

□

□
□
□
□
□
□
分
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
店
先
□
売
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
人
□
□
□
苦
労

□

□

□

□
努
力

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
①
先
日
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
手
□
□
□
□
時
□
□
□
□
□
山
本
□
□
□
名
前
□
書
□

□
□
□
□
□
見
□
□
□
□
山
本
□
□
□
顔
□
目
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 



                     
□
□
□
□
私
□
□
□
学
級

□
□
□
□
□

□
□
□
十
一
月
二
十
日
□
学
習
発
表
会
□

行
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
山
本
□
□
□
□
学
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
発
表
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
山
本

□
□
□
作
業
所

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
従
業
員

□
□
□
□
□
□
□
□

□

方
□
役 □

□

□
□
□
□
□
□
□
□
山
本
□
□
役 □

□

□
□
一
緒
□
見
学
□
□
友
達

□
□
□
□

□

木
下
明
夫
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
通
□
□
□
農
家

□

□

□

□
方
□
□
□
工
夫

□

□

□

□

苦
労

□

□

□

□
□
□
□
□
知
□
□
□
□
□
□
□
□
思
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
学
習
□
成
果

□

□

□

□
□
山
本
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
思
□
□
□
□
□
□
□
□
学
習
発
表
会
□
来
□
□
□
□
待 □

□
□
□
□
□

□
□  

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
体
□
大
事

□

□

□

□
□
□
□

□
□
□
□ 

 

令
和

□

□

□

五
年 

十
一
月
一
日 

                                    
 

② 
 

 
 

 
 

 

 

③ 
 

 
 

 
 

 
 

様  



一
□ 

中
村
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
学
習
発
表
会
□
時
間
□
場
所
□
書

□
入
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□□
時
間
□
□
午
前
九
時
□

□
十
一
時
□
□
□
三
年
一
組
□
教
室
□
行
□
□
□
□□
□
□
□
文
□
□

□
□
□
入
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
記
号

□

□

□

□
答
□
□
□
□

□
□ 

  

二
□ 

中
村
□
□
□
□
案
内

□
□
□
□

□
手
紙
□
□
必
要
□
□
□
□
□
□
書
□
□
□

□
□
□
□
□
□
書
□
必
要

□
□
□
□

□
□
□
文
□
□
□
□
□
□
書
□
出
□
□
□

□
□
□ 

   

三
□
□
□
□
□
□
□
□
学
習
発
表
会
□
来
□
□
□
□
□
□□
□
□
□
文
□

案
内

□
□
□
□

□
手
紙
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
言
□
方
□
直
□
□
□
思

□
□
□
□□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
書
□
直
□
□
□
□
□
□ 

    

 

 

□
□
□ 



四
□
①
□
□
先
日
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
手
□
□
□
□
時
□
□
□

□
□
山
本
□
□
□
名
前
□
書
□
□
□
□
□
□
見
□
□
□
□
山
本
□
□

□
顔
□
目
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□□
□

□
□
一
文
□
長
□
□
□
□
□
□二
□
□
文
□
分
□
□
□
□
思
□
□
□
□

□
□
□
□
□
書
□
直
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
一
文
□
二
文
□
分

□
□
書
□
□
□
□
□
□ 

    

五
□
②
③
□
□
□
中
□
入
□
名
前
□
□
□
□
中
□
□
□
□
□
□
書
□
□

□
□
□
□ 

    

六
□
中
村
□
□
□
□
一
番
言
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
書

□
□
□
□
□
□
□
□
記
号

□

□

□

□
答
□
□
□
□
□
□ 

     

③ ② 

中
村 

花
子 

  

山
本 

正
男 

  

木
下 

明
夫 

 



案
内
□
手
紙
□
書
□
□(

答
□) 

 

一
□ 

     

二
□ 

     

三
□ 

     

□ 私
□
家
族

□

□

□

□
□
五
人
家
族

□

□

□

□
□
□ 

□
□
□
学
習
発
表
会
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

学
習
発
表
会
□
日
□
□
□
時
間
□
場
所
□
分
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
文
章

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
考
□
□
□
日
□
□
□
知
□
□
□
後
□
時
間

□
場
所
□
知
□
□
□
文
□
入
□
□
□
□
□
□
□
□ 

学
習
発
表
会
□
案
内

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
手
紙
□
目
的

□
□
□
□

□
□
□
家
族

□

□

□

□
□
□
□
□
□
□
必
要

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
中
心
□
明
□
□
□
□
□
書
□
□

□
□
□
□ 

□
来
□
□
□
□
□
□
□
言
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□□□
□
□
表
現

□
□
□
□
□

□
使 □

□

□
□
方
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 



四
□ 

     

   

五
□ 

   

六
□  

    

□
顔
□
目
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

本
□
□
□
名
前
□
書
□
□
□
□
□
□
見
□
□
□
□
□
□
山
本
□
□ 

先
日
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
手
□
□
□
□
時
□
□
□
□
□
山 

③
山
本 

正
男 

②
中
村 

花
子 

□ 

②
□
□
□
□
□
出
□
人
□
名
前
□
③
□
□
□
□
名
□
書
□
□
□ 

学
習
発
表
会
□
案
内

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
手
紙
□
目
的

□
□
□
□

□
□
□山
本
□

□
□
学
習
□
成
果

□

□

□

□
見
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
願 □

□

□
□
中
心
□
□

□
書
□
□
□
□
□
□
□ 

□ 

□
見
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
内
容

□
□
□
□

□
多
□
□
□
場
合

□
□
□
二
文
□
分
□
□
方
□
分
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 



 
説
明
文
を
書
こ
う

 
 

 

年

組

 

番
名
前

 

◇
問
題
を
読
ん
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 

　茶
わ
ん
か
ら
上
が
る
湯
気
を
よ
く
見
る
と
、
湯
が
熱
い
か

ゆ

げ

あ

つ

ぬ
る
い
か
が
、
お
お
よ
そ

わ
か
り
ま
す
。
し
め
切
っ
た
部
屋

①

、

、

。

で

人
の
動
き
回
ら
な
い
と
き
だ
と

こ
と
に
よ
く

わ
か
る

②

熱
い
湯
で
す
と
湯
気
の
温
度
が
高
く
て
、
ま
わ
り
の
空
気
に

あ

つく
ら
べ
て
よ
け
い
に
軽
い
た
め
に
、
ど
ん
ど
ん
さ
か
ん
に
立 

ち

の
ぼ
り
ま
す
。
反
対
に
湯
が
ぬ
る
い
と
勢
い
が

弱
い
わ

③

④

い
き

お

 

け
で
す
。
湯
の
温
度
を
計
る
寒
暖
計
が
あ
る
な
ら
い
ろ
い
ろ

か

ん

だ

ん

け

い

自
分
で
た
め
し
て
み
る
と

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、

。 

ま
わ
り
の
空
気
の
温
度
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
ま
す
が
、
お
お

 

よ
そ
の
見
当
は
わ
か
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　寺
田
寅
彦
「
茶
碗
の
湯
」
よ
り

て

ら

だ

と

ら

ひ

こ

ち

や

わ

ん

ゆ

 

 

一
、
何
を
見
る
と
湯
が
熱
い
か
ぬ
る
い
か
が
わ
か
り
ま
す
か
。

あ

つ

 

　
　
　（

　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）

 

ニ
、
熱
い
湯
だ
と
湯
気
は
ど
う
な
る
と
本
文
に
書
い
て
あ
り

あ

つ

 

ま
す
か
。

 
 
 
 
 
 
 

（

　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　  

 

）

 

三
、

　
　の
中
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

 

ん
で
、
記
号
に
丸
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ア
．
お
も
し
ろ
い

 
 
 
 
 
 
 

イ
．
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う

 
 
 
 
 
 
 

ウ
．
お
も
し
ろ
い
で
す
か

   



四

線
の
中
で
書
き
方
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で

、
>

 
 

し
ょ
う
。
①
か
ら
④
の
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

 

　正
し
い
答
え
を
書
き
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

 

（

）

 

正
し
い
答
え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

                                 



 
  

説
明
文
を
書
こ
う
（
答
え
）

 

 
 

一

（
茶
わ
ん
か
ら
上
が
る
湯
気
）

、

 

 
 

二

（
ど
ん
ど
ん
さ
か
ん
に
立
ち
の
ぼ
る

）

、

。

 

 
 

三
、
イ

  

四
、
②

　（
わ
か
り
ま
す

）
。



 
説

明
文

を

書

こ
う
　

（

答
え

）
　

　

   

 

一

、

何
を

見

る

と
湯

が

熱

い
か

ぬ

る

い
か

が

わ

か

り
ま

す

か
。

 

　
　

　

（

茶

わ

ん

か

ら

立

ち

上

が

る

湯

気

）

  

 

ニ
、

熱

い
湯

だ

と

湯

げ
は

ど

う

な
り

ま

す

か
。

 
      

（

ど

ん

ど

ん

さ

か

ん

に

立

ち

の

ぼ

る

）

  

三

、

□

の

中

に

あ

て

は

ま

る

言

葉

を

次

の

中

か

ら

一

つ

選

ん

で

，

記

号

に

丸

を

つ

け

 

　

　

ま
し

ょ

う

。

 

ア
．

お

も
し

ろ

い

。

      
 

イ

．
お

も

し

ろ

い
で

し

ょ
う

。

      
 

ウ

．

お
も

し

ろ

い

で
す

か

。

      
  

四

、

ー

線

の

中

で

書

き

方

が

ま

ち

が

っ

て

い

る

の

は

ど

れ

で

し

ょ

う

。

記

号

を

書

き

 

　
　

ま

し

ょ
う

。

②

 

       



昔
話
□
完
成
□
□
□
□ 

  

□ 

問
題
□
読
□
□
答
□
□
□
□
□
□ 

                

 

年 

 

組 

 

番 

名

前 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
日
□
□
□
□
□
□
□
□
□
天
気
□
□
□
□
□
連□

□
□
□
□
遊□

□

□

□
出
□
□
□
□
□
□
□
□
□
山
道
□
□
□
□
□
□
□
□
種□

□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
行
□
□
□
川
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
言
□
□
□
□
□
見
□
□
□
□
□
① 

 
 

□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
言
□
□
□
□
□
□
種□

□

□
見
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
本
当
□

② 
 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□ 

□
□
□
□
□
③ 
 

 

□
□
□
種□

□

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

④ 
 

 

□
□ 

□
言
□
□
□
□
□ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

楠
山
正
雄 

□
猿
□
□
合
戦
□
□
□ 



一
□  

 

□
部
分
□
正
□
□
書
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□ 
              

□□ 

□
□
① 

 
□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
丸
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

        

□
□
□
□
□ 

三
□
② 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
書
□
□
□
□
□
□ 

  

四
□
③ 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
次
□
中
□
□
一
□
選
□
□
□

記
号

□

□

□

□
丸
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 

 

□ 

□
□ 

 
 

 

□  

□
□ 

 
 

 

□  

□
□ 

 
 

 

□  

□
□ 

五
□
④ 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
次
□
中
□
□
一
□
選
□
□
□

記
号

□

□

□

□
丸
□
□
□
□
□
□
□
□ 

      

□ 

□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 

 

□  

□
□
□
□ 

 
 

 

□  

□
□
□
□ 

  

 



昔
話
□
完
成
□
□
□
□
□
答
□
□ 

 

一
□  

 
□
部
分
□
正
□
□
書
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□ 
 

 

遊
□
□
出
□
□
□ 

    

□□ 

□
□
① 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
丸
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

        

□
□
□
□
□ 

三
□
② 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
書
□
□
□
□
□
□ 

  

四
□
③ 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
次
□
中
□
□
一
□
選
□
□
□

記
号

□

□

□

□
丸
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 

 

□ 

□
□ 

 
 

 

□  

□
□ 

 
 

 

□  

□
□ 

 
 

 

□  

□
□ 

五
□
④ 

 

□
中
□
□
□
□
□
□
言
葉
□
次
□
中
□
□
一
□
選
□
□
□

記
号

□

□

□

□
丸
□
□
□
□
□
□
□
□ 

      

□ 

□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 

 

□  

□
□
□
□ 

 
 

 

□  

□
□
□
□ 

□
□
□
□ 



 
詩
を
書
こ
う

 
 

 

年

組

 

番 

氏
名

 

 

　詩
を
読
ん
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
こ
の
詩
に
出
て
く
る
生
き
物

の
名
前
を
題
名
に
つ
け
た
い
と
思

 

だ

い

め

い

い
ま
す
。
□
の
中
に
あ
て
は
ま
る

　 

① 

 
 

言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 

か
た
つ
む
り

①

お
か
し
い
な 

  

つ

の

の

上

に

目

玉

が

二
、
②

　
　の
中
に
あ
て
は
ま
る

あ
る

 

 
 

　言
葉
を
丸
で
か
こ
み
ま
し
ょ
う

 
 

か
た
つ
む
り

 
 

 
 

②

 

お
か
し
い
な
・
お
か
し
く
な
い

 

大

き

な

お

家

し

ょ

っ

う

ち

三
、
③
の
連
で
作
者
は
足
の
こ
と

て
い
る 

　に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
っ
て
い

 

　ま
す
。
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う

 
 

③ 

　に
書
き
ま
す
か
。
足
の
様
子
を

 

 
 

 

　よ
く
思
い
出
し
て
書
き
ま
し

　ょ
う
。

か
た
つ
む
り 

 

お
か
し
く
な
い

し

っ

か

り

前

に

進

む

 

か
ら



 
詩

を
書

こ

う
　

（

答

え
）

 

 

詩
を

読

ん
で

答

え

ま

し
ょ

う

。

 

 

 

一

、

こ

の

詩

に

出

て

く

る

生

き

物

の

名

前

を
　

 
 

　

①

　

題

名

に

つ
け

た

い

と
思

い

ま

す

。

  
 

 

　

　

□
の

中

に

あ
て

は

ま

る
言

葉

を

書
き

ま

 
 

し

ょ

う
。

  
 

 

か

た
つ

む

り

①

か

た

つ
む

り

お

か

し

い
な 

 

 
 

つ
の

の

上

に
目

玉

が

あ
る

 
 

 
 

二

、

②
　

　

の

中
に

あ

て

は

ま
る

言

葉
を

丸

 
 

か
た

つ

む

り

　

で

か
こ

み

ま

し
ょ

う

 
 

②

  
 

 

大

き

な

お
家

し

ょ

っ
て

い

る

お

か
し

い

な
・

お

か

し

く
な

い

       

う
ち

 
  

 

三

、

③

の
連

で

作
者

は

足

の

こ
と

に

つ
い

て

書

 
 

こ

う

と
思

っ

て
い

ま

す

。

  
 

 

③

　

　

あ

な
た

な

ら
ど

の

よ

う

に
書

き

ま
す

か

。

  

　

足

の

様

子

を

よ

く

思

い

出

し

て

書

き

ま

し
　

 
 

　

ょ

う

。

 
 

 
 

か

た

つ
む

り

         

か

た

つ
む

り

 
 

お
か

し

く
な

い

 
 

し

っ
か

り

前

に
進

む

か

ら

 

お

か

し
い

な

         
  

 
(

例
）

大

き

な

足
で

歩

い
て

い

る

         
 

お
な

か

が

ぜ

ん
ぶ

足

に
な

る

              
 

足

が
な

い

の

に

歩
い

て

い
る

              

＊

「

足

」

に

つ

い

て

、

自

分

で

想

像

       

　
　

　

　

　

し
て

書

け
て

い

れ

ば

○
で

す

。

 


